
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 鹿児島県立短期大学 
設置者名 鹿児島県 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

文学科 

日本語日本文学専攻 － １２ ５ ６ ２３ ７ － 

英語英文学専攻 － １２ ５ ２ １９ ７ － 

生活科学科 

食物栄養専攻 － １２ ２ ４５ ５９ ７ － 

生活科学専攻 － １２ ７ ４５ ６４ ７ － 

商経学科 

経済専攻 － １２ １１ １２ ３５ ７ － 

経済情報専攻 － １２ １１ ２ ２５ ７ － 

第二部商経学科 
夜 ・

通信 
 ６ １９ ２５ 10 － 

（備考） 

 

 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
本学ホームページに掲載 
https://k-kentan.ac.jp/2025/03/15/r7syllabus/          

 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 

https://k-kentan.ac.jp/2025/03/15/r7syllabus/


  

様式第２号の２－②【⑵-②外部の意見を反映することができる組織への外部人

材の複数配置】 
 
※ 様式第 2 号の２－①に掲げる法人以外の設置者（公益財団法人、公益社団法人、医療法

人、社会福祉法人、独立行政法人、個人等）は、この様式を用いること。 
 

学校名 鹿児島県立短期大学 

設置者名 鹿児島県 

 

 

１．大学等の教育について外部人材の意見を反映することができる組織 

名称 外部評価委員会 

役割 

・本学が作成した自己点検・評価の結果に係わる報告書に基づき，第三

者の立場から本学の教育研究等について評価し，本学の教育研究水準の

向上，組織の活性化及び将来の展望に資する提言を行うこと。 

 

・その他本学の教育研究等について意見を述べること。 

 

 

２．外部人材である構成員の一覧表 
前職又は現職 任期 備考（学校と関連する経歴等） 

大学センター長 ２年 学識経験者 

大学教授 ２年 大学運営関係者 

新聞社本部長 ２年 本学の所在する地域の関係者 

民間団体委員長 ２年 本学の所在する地域の産業界 

医療機関技術職 ２年 本学の所在する地域の産業界 

教育関係者団体 ２年 本学の所在する地域の関係者 

同窓会長 ２年 本学に在籍した経験を有する者 

（備考） 

  

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 
学校名 鹿児島県立短期大学 

設置者名 鹿児島県 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法や

基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表してい

ること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

授業計画（以下，シラバス）は，毎年 10月頃の教務委員会で，（１）様式，（２）記

載項目を確認し，12 月頃に学科会議を通して各教員に作成を依頼する。各専攻の教務委

員は，シラバスの記載内容に不備がないかを確認して 1月に取りまとめ，年度末までに 

本学のホームページ（学外者も閲覧可能）で公表している。 

 ホームページの閲覧にはパスワード等は不要で，誰でも閲覧することが可能となって

いる。 

  本学でのシラバスの内容は，①授業の形態（講義，演習，実験，実習の別），②授業

のテーマ・概要・到達目標，③テキスト・参考文献，④授業のスケジュール（15回の講

義ならば 15 回分のテーマ），⑤授業外学習（予習・復習），⑥成績評価の方法（評価の

際の試験・レポート・小テストの割合も示す），⑦実務経験について記載している。 

授業計画書の公表方法 https://k-kentan.ac.jp/2025/03/15/r7syllabus/    

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定してい

ること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

シラバスにおいて，すべての講義，実験，実習の科目の成績評価方法を明記し，学生

に事前に周知している。 

また，客観的な評価の割合（例えば，期末試験 70％＋小テスト 30％など）もシラバス

で明示している。この成績評価の方法，および評価の割合は，ホームページでも公表し

ている。 

 また，成績評価の基準については，「鹿児島県立短期大学履修規程」において，90 点

以上を「秀（A）」，80 点以上〜90 点未満を「優（B）」，70 点以上〜80 点未満を「良

（C）」，60 点以上〜70 点未満を「可（D）」，60 点未満を「不可（F）」としていて，

この点については，各学生に配布する『学生便覧』およびホームページ（学外者も閲覧

可能）で事前に公表を行っている。 

 

 ホームページ等で学生にあらかじめ示した客観的な指標である「成績評価の方法」及

び「成績評価の基準」に従って，学修成果の成績を判定している。 

 

 

 

 

 

 

https://k-kentan.ac.jp/2025/03/15/r7syllabus/


  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するととも

に、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

本学では GPA の算出方法について，「鹿児島県立短期大学履修規程」にて規定してい

る。  

 この規程は各学生に配付する『学生便覧』及び本学ホームページ（学外者も閲覧可能）

にて公表している。 

 グレードポイント（GP）を，「秀（A）」は４点，「優（B）」は３点，「良（C）」は

２点，「可（D）」は１点，「不可（F）」は０点と設定し，計算式は，「GPA＝（授業科

目で得た GP×その授業科目の単位数）の総和÷（履修登録した授業科目の単位数の総

和）」とすることを「鹿児島県立短期大学履修規程」で明記して，『学生便覧』及び本学ホ

ームページで公開している。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

 
https://k-kentan.ac.jp/wp-content/uploads/2024/06/5-4rishukitei2024.pdf 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施してい

ること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

本学では，「鹿児島県立短期大学の学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）」を各学

科各専攻ごとに設定して，ホームページ（学外者も閲覧可能）で公表を行っている。 

 

年度末には，各学科各専攻でディプロマ・ポリシーの検討を行い，その結果を翌年４

月の全学運営委員会及び学科会議で報告をして，全学的にディプロマ・ポリシーの共有

を図っている。 

 

 卒業の要件，卒業判定については，「鹿児島県立短期大学履修規程」に基き，「授業

科目及び卒業所要単位等」を各学生に配布する『学生便覧』及び本学ホームページ（学

外者も閲覧可能）において公表している。 

 

 （記載内容） 

 ① 必修・選択科目 

 ② 単位の計算方法 

 ③ 卒業所要単位 

 ④ 卒業のための最低履修単位表 

 ⑤ 履修手続 

 ⑥ 単位修得 

 ⑦ 成績評価 

 ⑧ 資格の取得の方法等 

 

 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

https://k-kentan.ac.jp/wp-content/uploads/2024/02/diploma.pdf 

https://k-kentan.ac.jp/wp-content/uploads/2024/06/6credit2024.pdf 

  

https://k-kentan.ac.jp/wp-content/uploads/2024/06/5-4rishukitei2024.pdf
https://k-kentan.ac.jp/wp-content/uploads/2024/02/diploma.pdf
https://k-kentan.ac.jp/wp-content/uploads/2024/06/6credit2024.pdf


  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名  

設置者名  

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表  

収支計算書又は損益計算書  

財産目録  

事業報告書  

監事による監査報告（書）  
 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

公表方法：ホームページ（https:// k-kentan.ac.jp/wp-content/uploads/2025/04/kpc_ser_2023.pdf ） 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法：ホームページ（https:// k-kentan.ac.jp/wp-content/uploads/2025/04/kpcjuaa2025.pdf） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

（３）学校教育法施行規則第 172 条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 文学科  

教育研究上の目的 

（公表方法：https://k-kentan.ac.jp/mainpolicy/）  

（概要） 

１ 本学は，教養教育と専門教育との有機的な連携を図り，社会情勢の変化に的確に

対応できる課題探求・解決能力の育成と，社会の形成に主体的に参画するために必

要な優れた人間性の涵養をとおして，豊かな教養を有し，職業又は実際生活に必要

な能力を備えた社会人を継続的に送り出し，もって地域の発展に寄与することに努

める。 

２ 本学に所属する教員は，たえず高い学術研究能力と優れた実績的教育能力の形成

に尽力し，大学全体として，個々の教員の諸能力が十分に発揮できるような学科・

専攻の教員組織を編成するとともに，必要に応じてその適切な改編に努める。 

３ 本学は，学生が意欲的に学習に専念でき，満足度の高い学生生活を送ることがで

きるよう，講義・演習・実習等に関わる修学，心身の健康，課外活動，就職活動等

にわたって，必要かつ適切な学生支援を行う。 

４ 本学は，学生や教職員が安全で快適な学生生活及び職業生活を享受することがで    

 きるよう，学内の施設・設備の充実・更新を図り，継続的に教育研究等環境を整備  

 し改善することに努める。 

５ 本学は，県内唯一の公立短期大学として，県民の文化的かつ知的な生涯学習の一

拠点を担い，地域や産業界との連携・協力を重視かつ拡充し，たえず地域の振興・

活性化に貢献するよう努める。 

６ 本学は，大学の理念・目的及び教育目標を達成するため，学長のリーダーシップ

のもとに，学内教職員の積極的な議論や参加に基づく合意形成を重視し，自律性・

合理性・機動性を備えた適切な学内管理運営を行う。 

７ 本学は，定期的な自己点検・評価の努力を通じて，教育・研究・社会貢献・管理

運営等の活動の実情を正確に把握し分析するとともに，社会の課題やニーズに対応

し適法性に配慮してたえず必要な改善を図り，高等教育機関に相応しい質保証とそ

の質の向上に努める。 

 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：https://k-kentan.ac.jp/wp-content/uploads/2024/02/diploma.pdf 

       https://k-kentan.ac.jp/wp-content/uploads/2024/06/6credit2024.pdf ) 

（概要） 

■ 文学科 

  日本語日本文学専攻においては，『日本語学，日本文学，中国文学，日本語教育 

 を学ぶことを通して，日本語に関する知識と表現力，文学を深く解釈し鑑賞する能  

 力，日本や東アジアの社会と文化に関する知識と理解を有し，多様化した地域社会 

 で活躍できる人材』，英語英文学専攻においては，『高い英語コミュニケーション 

 力と豊かな教養を持つ，多様化した国際社会に対応できる人材』の育成を図り，本 

 学学則に定める卒業要件に必要な年数以上在学し且つ単位を修得した学生を，『学 

 生が卒業までに身につけるべき能力』を備えたものとして，学位『短期大学士（文 

 学）』を授与する。 

【学生が卒業までに身につけるべき能力】 

 (1) 日本語日本文学専攻 

https://k-kentan.ac.jp/mainpolicy/
https://k-kentan.ac.jp/wp-content/uploads/2024/02/diploma.pdf
https://k-kentan.ac.jp/wp-content/uploads/2024/06/6credit2024.pdf


  

  ① 日本，中国，郷土の文学・言語・文化，社会事情を幅広く理解し，グローバ 

   ル時代における共存社会の諸問題に興味・関心を持ち，意見を述べることがで 

   きる。 

  ② 日本語学，日本語教育学，日本文学，中国文学，地域文学について幅広く理 

   解し，言語に対する知識と表現力を持ち，文学を広く深く解釈し鑑賞すること 

   ができる。 

  ③ 他国の文学・文化に興味・関心を持ち，文化の多様性を理解して日本を相対 

   的に捉え，地域社会に貢献することができる。 

 (2) 英語英文学専攻 

    ① 自らの考え方や視点を相対的に捉えて，多様化した社会において他者とコミ 

   ュニケーションができる。 

  ② 総合的な英語運用能力を有し，「読む・書く・聴く・話す」の各スキルにお 

   いて効果的なコミュニケーションすることができる。 

  ③ 英語に関する専門分野（英語コミュニケーション，英語学，英語文化，異文 

   化理解）に関する知識・教養を活かして，主体的に考えられる。 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法 https://k-kentan.ac.jp/wp-content/uploads/2024/08/curriculump2024b.pdf） 

（概要） 

■ 文学科 

 (1) 日本語日本文学専攻 

     日本語日本文学専攻のカリキュラムは，専門基礎科目，日本語学科目，日本文 

  学「古典」科目，日本文学「近代」科目，地域文学・中国文学科目，卒業研究で 

  構成されている。 

    ① 専門基礎科目 

        大学の教育カリキュラムにスムーズに移行するためのリテラシー教育，専門 

   分野を学ぶために必要な基礎的能力と知識の習得を行う。 

    ② 日本語学科目 

        日本語学，言語学，日本語教育学，日本語表現について，基礎から専門へと 

   体系的に学ぶ科目を配置し，日本語及び言語について専門的知識や思考力を養 

   うとともに，言語によって事実を正確に示して的確に意見を伝える表現力を養 

   う。 

    ③ 日本文学「古典」科目 

        日本の古典文学について，文献購読を重視して基礎から専門へと体系的に学 

   ぶ科目を配置し，日本文学の知識を得るとともに，作品を精読して「読む」能 

   力を向上させ，文学的感性を養い，発表と討議を通して読解力，表現力を向上 

   させる。 

  ④ 日本文学「近代」科目 

        近世，近代から現代の日本文学について，文献購読を重視して基礎から専門 

   へと体系的に学ぶ科目を配置し，日本文学の知識を得ると共に，作品を精読し 

   て「読む」能力を向上させ，文学的感性を養い，発表と討議を通して読解力， 

   表現力を向上させる。 

  ⑤ 地域文学・中国文学科目 

    鹿児島の地域文学を学ぶ科目及び中国文学について基礎から専門へと体系的 

   に学ぶ科目を配置し，地域文学・文化，中国の文学・文化・歴史を多角的な視 

   野で学ぶことで，異文化理解を促す柔軟な思考力を養う。 

    ⑥ 卒業研究 

        各自が設定するテーマについて専門領域の教員の指導のもと，短期大学の学 

   修の集大成として卒業研究を作成し，学生自らが課題を探求し，その解決に向 

   けて必要な情報を収集・整理して論理的に結論を導き出すことを目標とし，総   

https://k-kentan.ac.jp/wp-content/uploads/2024/08/curriculump2024b.pdf


  

  合的な課題探求・解決能力を培う。 

 

 (2) 英語英文学専攻 

     英語英文学専攻のカリキュラムは，専門基礎科目，コミュニケーション科目， 

  英語学科目，英米文学科目，比較文化科目，卒業研究で構成されている。 

① 専門基礎科目 

    英文を読むこと，聞くこと，話すことを中心に，大学で英語を専門的に学ぶ 

   ために必要な学習技術を総合的に身につける。 

② 英語コミュニケーション科目 

    １年終了時までに TOEIC L&R 600 点，卒業時までに TOEIC L&R 785 点以上の 

   英語力を身につけることを目標とした演習科目を多数配置し，英語コミュニケ 

   ーション力を構成する「読む・書く・聞く・話す」の４技能を「流暢性」と 

   「正確性」のバランスをとりながら向上させる。 

③ 英語学科目 

        英語学の諸分野について基礎的な知識を体系的に習得させる科目を配置し， 

   英語という言語を分析する力を養うことを通じて英語に対する理解を深め，よ 

   り正確な英語コミュニケーションができるようになるための素地をつくる。 

    ④ 英米文学科目 

        英語で書かれた文字や背景について，基礎的な知識を習得させる科目を配置 

   し，文学作品の読解や文化批評を通じて，多様な歴史的背景や価値観を理解す  

   ることを促す柔軟な思考力を培う。 

  ⑤ 異文化理解科目 

    外国語の背景にある文化の多様性及び異文化コミュニケーションの現状と課 

   題について学ぶ科目を配置し，社会や世界との関わりの中で，他者とコミュニ 

   ケーションを行う力を養う。あわせて，英語が使われている国や地域の文化を 

   通じて，英語によるコミュニケーションへの理解を深める。 

    ⑥ 演習科目 

    各自が関心を持つ専門領域の教員の指導のもと，自分の意見を論理的にまと 

   められる思考力と表現力を少人数で身につける。そして，短期大学の学修の集 

   大成として卒業研究に取組み，情報収集や分析手法，問題提起，論理構築，課 

   題探求力などの総合的なアカデミックスキルを培う。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：https://k-kentan.ac.jp/wp-content/uploads/2024/07/admissionp2025.pdf）        

（概要） 

鹿児島県立短期大学は，第一部（昼間）に３学科６専攻，第二部（夜間）に商経学科の

１学科を設置した，男女共学の総合的公立短期大学である。 
本学の教育目標は，「深く専門の学芸を教授研究するとともに，豊かな教養と，職業又

は実際生活において必要な課題探求・解決能力を有する人材を育成し，もって地域社会の

発展に寄与する」ことである。この目標にそって，本学では以下のような人を求めている。 

   ・ 基礎的な学力を身につけて，地域社会において意欲的に活躍する人 
   ・ 世界の中で思考し，地域に根ざした活動のできる人 
   ・ 少人数教育の場に意欲をもって参加する人 
   ・ 創造的な行為を生む知的な冒険をする人 
 

〈文 学 科〉 
 【教育理念・目標】 
   文学科は，文学，言語，文化を学ぶことを通して，豊かな文学的感性，柔軟な思考力，

的確な表現力を有し，多様化した社会で活躍できる人材を育成することを教育理念とし

https://k-kentan.ac.jp/wp-content/uploads/2024/07/admissionp2025.pdf


  

ている。 
 
   〈日本語日本文学専攻〉 
    【教育理念・目標】 
      日本語日本文学専攻は，日本語及び日本文学の理論を学び，作品を読むことを

通して，日本語に関する知識と表現力，日本文学を広くかつ深く解釈し鑑賞する

能力を有し，多様化した地域社会で活躍できる人材の育成を目標にしている。 
    【受入方針】 
      日本語日本文学専攻は，上記教育理念と目標を踏まえ，次のような学生を求め

ている。また，その受け入れのために適切かつ多様な入学者選抜を実施する。 
    ・ 日本語の歴史的変遷や方言など言語に興味・関心のある人 
    ・ 日本の古典文学や近・現代文学に興味・関心のある人 
    ・ 中国の文学や中国語に興味・関心のある人 
    ・ 日本語教育を通した国際交流に興味・関心があり，実際に活動をしたい人 
    ・ 中学校教諭二種免許状（国語）を取得して，国語教育にかかわる進路を目指 

す人 
 
   〈英語英文学専攻〉 
    【教育理念・目標】 
      英語英文学専攻は，英米文学，英語学，英語圏文化を学ぶことを通して，英語

運用能力と豊かな教養を有し，多様化した国際社会に対応できる人材の育成を目

標にしている。 
    【受入方針】 

    英語英文学専攻は，上記教育理念と目標を踏まえ，次のような学生を求める。 

    また，その受け入れのために適切かつ多様な入学者選抜を実施する。 
    ・ 英語運用能力の習得に強い熱意をもつ人 
    ・ 英語文学，英語学，異文化理解に興味・関心のある人 
    ・ 国際交流にかかわる活動に，英語力を生かして積極的に参加したい人 
    ・ 本学の編入学協定制度，協定留学制度を通して，海外の大学に留学したい人 
    ・ 中学校教諭二種免許状（英語）を取得したい人 
    ・ 英語の各種検定の資格取得に熱意のある人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

学部等名 生活科学科 

教育研究上の目的 

（公表方法：https://k-kentan.ac.jp/mainpolicy ） 

（概要）各学科共通 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：https://k-kentan.ac.jp/wp-content/uploads/2024/02/diploma.pdf 

     https://k-kentan.ac.jp/wp-content/uploads/2024/06/6credit2024.pdf ) 

（概要） 

■ 生活科学科 

  食物栄養専攻においては， 

  ① 食生活や健康に幅広い関心があり，「食生活を科学する」ことに興味を持ち，自 

   ら学習し追究する意欲のある人材 

  ② 食生活をより良い方向へ支援するための専門的知識と技術を修得し，栄養士と 

   しての実践力を持つ人材 

  生活科学専攻においては， 

  ① 生活を科学的に理解し，質の高い生活を実現するために，目標を設定して具体 

   化するデザイン的視点を学ぶことができる人材 

  ② 科学的方法やデザイン力でより良い生活環境を創造することができる人材 

  

  の育成を図り，本学学則に定める卒業要件に必要な年数以上在学し，かつ単位を  

修得した学生を，次に掲げる『学生が卒業するまでに身につけるべき能力』を備えた

ものとして，学位『短期大学士（生活科学）』を授与する。 

 

【学生が卒業までに身につけるべき能力】 

 (1) 食物栄養専攻 

  ① 栄養士として，食物及び食生活についての幅広い専門的知識を身につけ活用で

きる。 

  ② 専門的知識を活用して，人々の健康を維持増進するための支援ができる。 

  ③ 協調性やコミュニケーション能力を身につけ地域社会に貢献できる。 

 (2) 生活科学専攻 

    ① 身の回りにある事象全般に興味を持ち，生活を豊かにするデザイン力を実践で

きる。 

    ② 地域の歴史や環境に根ざした住居や建築物をデザインできる。 

    ③ 社会環境に調和し，身体に適した衣生活を実践できる。 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://k-kentan.ac.jp/wp-content/uploads/2024/08/curriculump2024b.pdf） 

（概要） 

■ 生活科学科 

 (1) 食物栄養専攻 

      食物栄養専攻のカリキュラムは，栄養士としての基礎的知識を身につけ，実践力

の修得を目指すために，学科共通科目，専門科目（基礎科目・応用科目）に関する

科目群で構成されている。 

  ① 学科共通科目 

https://k-kentan.ac.jp/mainpolicy
https://k-kentan.ac.jp/wp-content/uploads/2024/02/diploma.pdf
https://k-kentan.ac.jp/wp-content/uploads/2024/06/6credit2024.pdf
https://k-kentan.ac.jp/wp-content/uploads/2024/08/curriculump2024b.pdf


  

        生活科学科では，社会生活を送る上で必要となる豊かな人間性と幅広い知識を

身につけ，更に専門分野の修学に応用できるように科目を配置している。 

        学科共通科目では，人間，生活，文化，社会との関連性を重視するとともに，

健康で豊かな人生を創造でき，心身の健康を養い，情報化の進展に対応した教育

を行う。 

    ② 専攻専門科目  

        専攻専門科目は，栄養士の免許を取得するために必要な科目で構成されてお

り，内容によって基礎科目と応用科目に分けている。 

        基礎科目では，社会生活と健康，人体の構造と機能，食品の化学的性質，栄養

素の消化吸収・代謝など栄養学の基礎，調理学を学び，栄養士に不可欠な知識・

理論を身につける。 

        応用科目では，ライフステージや病態に沿った栄養学，栄養の指導，特定給食

施設の管理・運営などの講義や実習を通して，栄養士業務に関わる知識と技術に

ついて学ぶ。 

        また，実習・実験では，学んだ知識を活かして，問題解決力と実践力を養う。 

 

 (2) 生活科学専攻 

   生活科学専攻では，生活全般を対象とした実践的な専門知識と技能の習得，更に

柔軟な思考力やデザイン力の獲得を目指して，カリキュラムを学科共通科目と５系

列からなる専攻専門科目（専門基礎系，ライフデザイン系，ファッションデザイン

系，ビジュアルデザイン系，建築デザイン系）で構成している。 

   専攻専門科目は５系列とも講義や実習，演習を通じ，実践的な少人数教育により，

主体的に取り組む力を伸ばす。また，専門基礎系以外の４系列ではゼミ形式で行う

「卒業研究」を開設している。志望する分野や課題を選択して研究を進め，２年間

の専門教育を完成させる。 

  ① 学科共通科目 

       生活科学科では，社会生活を送る上で必要となる豊かな人間性と幅広い知識を

身につけ，更に専門分野の修学に応用できるように科目を配置している。 

        学科共通科目では，人間，生活，文化，社会との関連性を重視するとともに，

健康で豊かな人生を創造でき，心身の健康を養い，情報化の進展に対応した教育

を行う。 

    ② 専攻専門科目－専門基礎系 

        ライフデザイン系，ファッションデザイン系，ビジュアルデザイン系，建築デ

ザイン系の科目の修得につながる基礎的な科目を配置している。生活科学専攻の

教育目標や体系を理解し，どの系列を主に修学したいかを意識しながら，系列や

ゼミ（卒業研究）選択の準備をする。 

    ③ 専攻専門科目－ライフデザイン系 

        生活や人間関係，それを取り巻く環境や文化，経済，福祉などについて総合的

な理解につながる科目を配置している。生活の中の様々な事象を科学的に理解，

分析することやそのために必要な基礎的知識の習得を行う。   

④ 専攻専門科目－ファッションデザイン系 

ファッションやアパレルに関する科目を配置している。デザイン画や服飾の歴 

史だけでなく服の構成も理解することで，デザインと造形，製作実習を有機的に 

関連付けながら習得できる。また，ファッションのもう一つの側面であるビジネ 



  

スや産業の仕組みについても学ぶ。 

⑤ 専攻専門科目－ビジュアルデザイン系 

        ビジュアルデザインに関する科目を配置している。デザインの基礎を学ぶ科目

から複雑なソフトウェアなどを使用して課題作成に取り組む応用科目まであり，

深い専門教育が受けられ，資格やキャリアにつながるスキルを身につけられる。

さらに，様々な課題解決につながる感性やセンス，デザイン力を養う。 

    ⑥ 専攻専門科目－建築デザイン系 

        住居や商業施設などのインテリア，エクステリアといった空間デザインに関す

る科目を配置している。住居などの歴史や設計・製図の技法，将来の望ましい住

環境のあり方までを考え，学ぶことができる。また，二級建築士や木造建築士の

受験に必要な知識と技術も基礎から応用まで習得する。 

 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：https://k-kentan.ac.jp/wp-content/uploads/2024/07/admissionp2025.pdf） 

(概要)各学科共通 

 

〈生活科学科〉 
 【教育理念・目標】 
   生活科学科は，衣・食・住を中心とする生活全般を対象とした実践的な専門知識と技

能の習得を通して，柔軟な思考力及び判断力を有し，地域社会に貢献できる人材を育成

することを教育理念としている。 
 
   〈食物栄養専攻〉 
    【教育理念・目標】 
      食物栄養専攻は，食物及び食生活についての幅広い科学的知識と専門的知識の

習得を通して，健康の維持増進のための実践的能力を有し，地域社会に貢献でき

る人材を育成することを目標にしている。 
    【受入方針】 

    食物栄養専攻は，上記教育理念と目標を踏まえ，次のような学生を求めている。 

    また，その受け入れのために適切かつ多様な入学者選抜を実施する。 
    ・ 食生活や健康と運動に幅広い関心を持つ人 
    ・ 「食生活を科学する」ということに興味を持ち，自ら学習し追究する意欲の 

ある人 
    ・ 楽しい食事を創造するための調理や食品加工に興味・関心のある人 
    ・ 将来，栄養士として人々の健康づくり，栄養改善に貢献しようという意欲の 

ある人 
    ・ 栄養教諭二種免許状を取得して，栄養教育にかかわる進路を目指す人 

 
   〈生活科学専攻〉 
    【教育理念・目標】 
      生活科学専攻は，衣及び住を中心とする生活全般に関わる専門知識の習得を通

して，生活に関わる事象を科学的に分析・理解する能力及び質の高い生活環境を

デザインする能力を有し，地域社会に貢献できる人材を育成することを目標にし

ている。 
    【受入方針】 
      生活科学専攻は，上記教育理念と目標を踏まえ，次のような学生を求めている。 

      また，その受け入れのために適切かつ多様な入学者選抜を実施する。 

https://k-kentan.ac.jp/wp-content/uploads/2024/07/admissionp2025.pdf


  

    ・ 身の回りにあるものの成り立ちやデザインに興味があり，実践的に学びたい 

     人 
    ・ 自然・社会・文化環境など多様な視点で生活について学びたい人 
    ・ 生活の課題を認識し，問題解決を目指して新たな生活スタイルを創造してい 

きたい人 
    ・ 中学校教諭二種免許状（家庭）や住居・デザイン関連の資格取得に関心のあ 

る人 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

学部等名 商経学科 

教育研究上の目的 

（公表方法：https://k-kentan.ac.jp/mainpolicy/ ） 

（概要）各学科共通 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：https://k-kentan.ac.jp/wp-content/uploads/2024/02/diploma.pdf 

     https://k-kentan.ac.jp/wp-content/uploads/2024/06/6credit2024.pdf） 

（概要） 

■ 商経学科 

  経済専攻においては， 

  ・経済・社会の理論を学び，地域社会及び産業の分析を通して，地域の課題を発  

  見する能力，課題解決の意欲と能力を有し，地域経済の発展に寄与できる基礎を 

  備えた人材 

  経営情報専攻においては， 

  ・経営及び組織の理論を学び，会計・情報処理の技能修得を通して，ビジネスを 

  企画・管理する意欲と能力を有し，地域産業の発展に寄与できる基礎を備えた人 

  材 

  第二部商経学科においては， 

  ・広く世界，日本，地域の経済・社会と企業の構造と運動を研究し，情報処理の 

  技法習得を通して，柔軟な思考力と企画力，そして豊かな人間関係の構築力を有 

  し，地域活性化のために活躍できる基礎を備えた人材 

 

  の育成を図り，本学学則に定める卒業要件に必要な年数以上在学しかつ単位を修 

  得した学生を『学生が卒業までに身につけるべき能力』を備えたものとして，学 

  位『短期大学士（商経学）』を授与する。 

 

【学生が卒業までに身につけるべき能力】 

 (1) 経済専攻 

  ① 地域経済から国際経済・法学まで幅広く学び，身近な生活を地域社会やグロ 

   ーバル社会と結びつけて考えることができる。 

  ② 地域社会の動きを把握し，同時に産業の分析ができる。  

  ③ 地域の課題を発見し，課題解決のための方策を考え出すことができ，最終的 

   には地域社会に貢献できる。 

 (2) 経営情報専攻 

    ① 経営及び組織の理論，会計そして情報処理について学び，企業活動などを分 

   析することができる。 

    ② 経営の知識とＩＴや会計の技能を駆使して，企画・管理・運営を行うことが 

   できる。 

    ③ 会社や組織の社会的価値を向上させると同時に，積極的にそれらの組織に貢 

   献できる。 

 (3) 第二部商経学科  

    ① 経済学，法学，地域経済，国際経済，経営，会計，情報処理など幅広い分野 

   について勉強し，地域社会の状況を把握し，地域の問題を把握できる。 

    ② 多様な年齢層とバックグランドをもつ学生の学びの場を活かして，豊かな人 

https://k-kentan.ac.jp/mainpolicy/
https://k-kentan.ac.jp/wp-content/uploads/2024/02/diploma.pdf
https://k-kentan.ac.jp/wp-content/uploads/2024/06/6credit2024.pdf


  

   間関係を構築できるコミュニケーション能力を身につけることができる。 

    ③ 地域活性化，もしくはすでに働いている場で即戦力として貢献できる。 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://k-kentan.ac.jp/wp-content/uploads/2024/08/curriculump2024b.pdf） 

（概要） 

■ 商経学科 

 (1) 専門基礎科目 

      商経学科では，経済専攻，経営情報専攻，第二部商経学科において共通とし， 

  特に経済学と経営学を学ぶ上で必須となる基礎科目を学ぶことを目的としてい 

  る。また，現代社会に必須の能力である情報系科目の基礎についても学ぶ。こう 

  した基礎科目を学ぶことにより，様々な専門分野へ進んでいける力を養う。その 

  ために①基礎理論，②情報基礎の２つの系列を設けている。 

 

 (2) 専門科目 

    ア 経済専攻 

        身近な生活を地域社会やグローバル社会と結びつけて考える力を養うことを 

   目的としている。そのためには，社会科学のいくつかの分野の理論を中心に据 

   え，国際社会についての理解を深めつつ，地域社会の課題解決に寄与するため  

   の方策を学べるように３つの系列に分かれている。それらは，①経済理論，② 

   国際環境，③地域政策である。これらの系列から横断的に履修することが可能 

   になっている。 

        また演習科目では，少人数による実践的指導を行う。１年後期の演習Ⅰ，２ 

   年前期の演習Ⅱでは，自分が選択した教員の専門研究領域に応じたテーマの研 

   究を通して，問題解決能力，プレゼンテーション能力，コミュニケーション能 

   力などを培う。２年後期の卒業研究では，履修の集大成として，各自が選択し 

   たテーマに基づいて卒業論文を執筆する。 

 

    イ 経営情報専攻 

        地域のビジネスを広く支える人材の育成をめざすことを目的としている。経 

   営の知識とＩＴや会計の技能を駆使して，企画，管理，運営を行う意欲と能力 

   をもち地域社会に貢献できるようにするために，経営や会計に関する理論を中 

   心に据え，様々な情報を分析し，情報を活用する方策を学べるように３つの系 

   列に分かれている。それらは，①経営理論，②情報分析，③情報活用である。 

   これらの系列から横断的に履修することが可能になっている。 

       また演習科目では，少人数による実践的指導を行う。１年後期の演習Ⅰ，２ 

   年前期の演習Ⅱでは，自分が選択した教員の専門研究領域に応じたテーマの研 

   究を通して，問題解決能力，プレゼンテーション能力，コミュニケーション能 

   力などを培う。２年後期の卒業研究では，履修の集大成として，各自が選択し 

   たテーマに基づいて，卒業論文を執筆する。 

 

    ウ 第二部商経学科 

    第二部商経学科では，多様な学生の要望に応えるために，経済専攻及び経営 

   情報専攻よりも幅広いカリキュラムが用意されている。経済学，経営学，会計 

https://k-kentan.ac.jp/wp-content/uploads/2024/08/curriculump2024b.pdf


  

   学に関する理論を中心に据え，地域社会と国際社会についての理解を深め，情 

   報を分析し，そして活用できるように４つの系列が用意されている。それら 

   は，①経済理論，②地域と国際，③経営理論，④情報分析・活用である。これ 

   らの系列から横断的に履修することが可能になっている。こうした幅広い科目 

   を準備することで，社会人学生の幅広いニーズにも応えられるようにしてい 

   る。 

        また演習科目では，少人数による実践的指導を行う。２年後期の演習Ⅰ，３ 

   年前期の演習Ⅱでは，自分が選択した教員の専門研究領域に応じたテーマの研 

   究を通して，問題解決能力，プレゼンテーション能力，コミュニケーション能 

   力などを培う。３年後期の卒業研究では，履修の集大成として，各自が選択し 

   たテーマに基づいて，卒業論文を執筆する。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：https://k-kentan.ac.jp/wp-content/uploads/2024/07/admissionp2025.pdf） 

（概要）全学科共通 

 

〈商 経 学 科〉 
 【教育理念・目標】 
   商経学科は，広く世界，日本，地域の経済・社会と企業の構造と運動を研究し，情報

処理の技法習得を通して，柔軟な思考力と企画力を有し，地域に貢献できる人材を育成

することを教育理念としている。 
 
   〈経済専攻〉 
    【教育理念・目標】 
      経済専攻は，経済・社会の理論を学び，地域社会や産業の分析を通して，地域 

の課題を発見する能力，課題解決の意欲と能力を有し，地域経済の発展に寄与で 

きる人材を育成することを目標にしている。 
    【受入方針】 

    経済専攻は，上記教育理念と目標を踏まえ，次のような学生を求めている。 

    また，その受け入れのために適切かつ多様な入学者選抜を実施する。 
    ・ 地域社会で起こっている社会的な動向に興味や関心をもつ人 
    ・ 日々世界的規模で変動する経済現象を理論的に裏付けながら理解しようとす 

る人 
    ・ 経済活動をはじめとするさまざまな社会参加の形態に関心をもつ人 

 
   〈経営情報専攻〉 
    【教育理念・目標】 
      経営情報専攻は，経営や組織の理論を学び，会計・情報処理の技能習得を通し 

て，ビジネスを企画・管理する意欲と能力を有し，地域産業の発展に寄与できる 

人材を育成することを目標にしている。 
    【受入方針】 

    経営情報専攻は，上記教育理念と目標を踏まえ，次のような学生を求めている。 

    また，その受け入れのために適切かつ多様な入学者選抜を実施する。 
    ・ 企業の活動をその実際的な形から理解しようとする人 
    ・ ビジネスにおける IT 活用の技能習得を目指す人 
    ・ 会計に関する知識・技能を習得しようとする人 

 
 

https://k-kentan.ac.jp/wp-content/uploads/2024/07/admissionp2025.pdf


  

〈第二部商経学科〉 
 【教育理念・目標】 
   第二部商経学科は，広く世界，日本，地域の経済・社会と企業の構造と運動を研究し， 

情報処理の技法習得を通して，柔軟な思考力と企画力，そして豊かな人間関係の構築力 

を有し，地域活性化のために活躍できる人材を育成することを教育理念としている。 
 
 【受入方針】 

  第二部商経学科は，上記教育理念と目標を踏まえ，次のような学生を求めている。 

  また，その受け入れのために適切かつ多様な入学者選抜を実施する。 
 ・ 働きながら社会に触れ，体験したことを大学で理論的に再確認してみようとする人 
 ・ 地域社会で起こっている社会的な動向に興味や関心をもつ人 
 ・ 会計や IT の知識・技能の習得を目指す人 

 

 

 

 

② 教育研究上の基本組織に関すること 

公表方法：https://k-kentan.ac.jp/wp-content/uploads/2024/11/1idear6.pdf  
        https://k-kentan.ac.jp/wp-content/uploads/2024/02/2organization.pdf             

 

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 1 人 － 1人

文学科 － ６人 ３人 1人 1人 人 １１人

生活科学科 － ５人 ５人 人 ６人 人 １６人

商経学科   ４人 ５人 ２人 人 人 １１人

二部（商経）  ２人 １人 人 人 人 ３人

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

０人 ７８人 ７８人

各教員の有する学位及び業績 

（教員データベース等） 
公表方法：https://k-kentan.ac.jp/teachers/  

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://k-kentan.ac.jp/wp-content/uploads/2024/02/2organization.pdf
https://k-kentan.ac.jp/teachers/


  

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

文学科 ６０人 ８０人133.3％ １２０人 １４２人118.3％ ０人 ０人

生活科学科 ６０人 ６５人108.3％ １２０人 １２６人105.0％ ０人 ０人

商経学科 ７５人 ８２人109.3％ １５０人 １５９人106.0％ ０人 ０人

二部(商経学科) ６０人 ３３人 55.0％ １８０人 １２７人 70.6％ ０人 ０人

合計 ２５５人 ２６０人102.0％ ５７０人 ５５４人 97.1％ ０人 ０人

（備考） 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

文学科 
５２人

（100％）

１６人

（30.8％）

３１人

（59.6％）

５人

（9.6％）

生活科学科 
５１人

（100％）

１２人

（23.5％）

３５人

（68.6％）

４人

（7.8％）

商経学科 
８３人

（100％）

１１人

（13.3％）

６４人

（77.1％）

８人

（9.6％）

二部（商経学科） 
５４人

（100％）

１人

（1.9％）

３０人

（55.6％）

２３人

（42.6％）

合計 
２４０人

（100％）

４０人

（16.7％）

１６０人

（66.7％）

４０人

（16.7％）

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

（備考） 

 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 
入学者数 

修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

 
人

（100％）

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

 
人

（100％）

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

合計 
人

（100％）

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

（備考） 

⑤ 授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 

（概要） 

 授業計画（以下，シラバス）は，毎年 10月頃の教務委員会で，（１）様式，（２）記載

項目を確認し，12月頃に学科会議を通して各教員に作成を依頼する。各専攻の教務委員

は，シラバスの記載内容に不備がないかを確認して 1 月に取りまとめ，年度末までに印

刷する。 

  印刷したシラバスを学生 1人 1 人に配布すると同時に，本学のホームページ（学外者



  

も閲覧可能）で公表している。ホームページの閲覧にはパスワード等は不要で，誰でも

閲覧することが可能となっている。 

  本学でのシラバスの内容は，①授業の形態（講義，演習，実験，実習の別），②授業の

テーマ・概要・到達目標，③テキスト・参考文献，④授業スケジュール（15 回の講義な

らば 15 回分のテーマ），⑤授業外学習（予習・復習），⑥成績評価の方法（評価の際の試

験・レポート・小テストの割合も示す），⑦実務経験について記載している。 

 

 

⑥ 学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 

（概要） 

 シラバスにおいて，すべての講義，実験，実習の科目の成績評価方法を明記し，学生

に事前に周知している。また，客観的な評価の割合（例えば，期末試験 70％＋小テスト

30％など）もシラバスで明示している。この成績評価の方法，および評価の割合は，ホ

ームページでも公表している。 

 また成績評価の基準については，「鹿児島県立短期大学履修規程」において，90 点以

上を「秀（A）」，80 点以上〜90 点未満を「優（B）」，70 点以上〜80 点未満を「良（C）」，

60 点以上〜70 点未満を「可（D）」，60 点未満を「不可（F）」としていて，この点につい

ては，各学生に配付する『学生便覧』およびホームページ（学外者も閲覧可能）で事前

に公表を行っている。 

 ホームページ等で学生にあらかじめ示した客観的な指標である「成績評価の方法」及

び「成績評価の基準」にしたがって，学修成果の成績を判定している。 

 また，卒業の認定に当たっての基準については，「鹿児島県立短期大学学則」におい

て，本学を卒業するためには，修学年限以上在学し，所定の６２単位を修得しなければ

ならない旨を規定している。 

 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上

限 

（任意記載事項） 

文学科 
日本文学専攻 ６２単位 有・無 ２５単位

英文学専攻 ６２単位 有・無 ２５単位

生活科学科 
食物栄養専攻 ６２単位 有・無 単位

生活科学専攻 ６２単位 有・無 ２５単位

商経学科 
経済専攻 ６２単位 有・無 ２５単位

経営情報専攻 ６２単位 有・無 ２５単位

第二部 商経学科 ６２単位 有・無 単位

ＧＰＡの活用状況（任意記載事

項） 
公表方法： 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項）
公表方法： 

 

⑦ 校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
公表方法：https://k-kentan.ac.jp/wp-content/uploads/2024/02/7-3facilities.pdf 

 

 

 

https://k-kentan.ac.jp/wp-content/uploads/2024/02/7-3facilities.pdf


  

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 

備考 

（任意記載事

項） 

文学科 
日本文学専攻 390,000 円 169,200 円 0 円 

英文学専攻 390,000 円 169,200 円 0 円 

生活科学科 
食物栄養専攻 390,000 円 169,200 円 0 円 

生活科学専攻 390,000 円 169,200 円 0 円 

商経学科 
経済専攻 390,000 円 169,200 円 0 円 

経営情報専攻 390,000 円 169,200 円 0 円 

第二部 商経学科 200,800 円 71,800 円 0 円 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

 本学では，すべての学生に，ゼミ担当教員等の指導教員が決められていることから，

それぞれの教員と学生部教務課において，修学支援を行っている。 
 特に長期欠席者については，休・退学に繋がりやすいため，担当教員と教務課が連携

して，早めに学生の状況を把握し，対応している。 
  
 留年者や成績不振者については，基本的に指導教員が対応しているが，学科会議等で

支援方法を検討し，学科長や教務委員・学生委員が助言することもある。 
 
 その他，状況に応じて，学生相談室長，保健室との連携を図っている。  
 いずれの場合においても，教職員間で連携して，きめ細かな支援を行っている。 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

 学生の進路選択に係る支援は，学生委員会，学生部学生課，ゼミ担当等の指導教員が

連携して行っている。 

   

 学生委員会においては，学生の進路支援の方法を検討するほか，企業への学校推薦選

考，四年制大学等への推薦編入学の選考を実施している。 

 

 学生課においては，学生の進路状況を常時把握して，新たな支援方法を学生委員会に

提案するほか，マナー指導，面接指導，履歴書添削，個別面談などの具体的指導にも当

たっている。 

 また，毎週，火曜日には，鹿児島新卒ハローワークによる個別指導・相談を実施して

いる。 

 １年生については，就職活動を始める前に，卒業後のキャリア形成について，具体的

なイメージを描けるように教養科目「キャリアデザイン」を設けている。 

  

 指導教員においては，担当する個々の学生に対して，きめ細やかな就職・修学支援を

実施している。 

 

 



  

  

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

 学生の心身の健康保持・増進及び安全・衛生に配慮する組織として，保健室と学生相

談室を設置しており，連携して学生の支援を行っている。 

  

１ 保健室 

  学生及び教職員に対する健康診断，保健指導，相談（心の問題も含む）などの健康   

 保持・増進業務を行っている。 

  職員は，昼間勤務と夜間勤務の２人体制で，第一部，第二部の学生に対応してい 

 る。 

  主な業務内容 

  ・保健室会議の開催（毎月） 

   学生の心身の健康について情報共有を図っている。 

  ・定期健康診断（４月） 

   全学生の健康状態をチェックし，必要に応じて，受診勧告や病院の紹介を実施し 

  ている。 

  ・学校医による健康相談 

   月１回，相談を実施し，希望者には，病院の紹介や保健指導を行っている。 

  ・健康相談，身体測定，怪我や病気の応急手当や静養 

  ・支援が必要な学生の相談窓口 

 

２ 学生相談室 

  学生の心の健康，進路や就職，学業，対人関係，性格上の悩み，経済的な悩み，そ 

 の他学生生活全般の相談に応じ，助言・指導を行っている。 

  ・相談体制 

   学生相談室長（臨床心理士の資格を持つ心理学担当教員）による相談 

   学生相談員による相談（月４回） 

   外部相談窓口（外部委託）ライン・電話による相談 

 

３ 障害学生支援 

  障害学生支援委員会においては，修学上の配慮が必要な学生に対して，個々の学生 

 に応じた講義や試験の配慮を実施している。 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 
公表方法： 本学では，「鹿児島県立短期大学の基本方針」の４において，本学の教育

研究環境の整備に関する方針を定めており，この基本方針を鹿児島県立短期大学諸規

程集及びホームページ（https://k-kentan.ac.jp），学生便覧に掲載している。 

 

https://k-kentan.ac.jp


（別紙）

※ この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。

※

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数

※

※ 備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

（うち多子世帯） （　　　0　　　人） （　　　0　　　人）

0人 0人

区分外（多子世帯） 0人 0人

第Ⅳ区分（理工農）

家計急変による
支援対象者（年間）

0人（　0　　）人

106人（　0　　）人

27人 21人

内
訳

第Ⅲ区分 - -

（うち多子世帯） （　　　0　　　人） （　　　0　　　人）

（うち多子世帯） （　　　0　　　人） （　　　0　　　人）

第Ⅱ区分

-第Ⅳ区分（多子世帯）

学校コード（13桁） F246210111681

（備考）

合計（年間）

以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄（合計欄を含む。）について、該当する人数が1人以上10人以下の場合には、
当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が0人の場合には、「0人」と記載すること。

本表において、多子世帯とは大学等における修学の支援に関する法律（令和元年法律第８号）第４条第２項第
１号に掲げる授業料等減免対象者をいい、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分、第Ⅳ区分（理工農）とは、それぞ
れ大学等における修学の支援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第２号イ～ニに掲げ
る区分をいう。

年間

106人（　-　）人

後半期

90人（　-　）人

46人

-

学校名（〇〇大学 等）

設置者名（学校法人〇〇学園 等）

鹿児島県立短期大学

鹿児島県

前半期

支援対象者数
※括弧内は多子世帯の学生等（内数）

※家計急変による者を除く。
104人（  -  ）人

52人第Ⅰ区分



年間 前半期 後半期

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

年間 0人

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

前半期年間

（備考）

0

修業年限で卒業又は修了できないことが確
定

修得単位数が「廃止」の基準に該当
（単位制によらない専門学校にあっては、履修科目の単
位時間数が廃止の基準に該当）

出席率が「廃止」の基準に該当又は学修意
欲が著しく低い状況

0人 0人 0人

0人 - 0人

「警告」の区分に連続して該当
※「停止」となった場合を除く。

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）の処分を受けたこと
により認定の取消しを受けた者の数

第一部（修業年限２年）は，短期大学，高等専門学校及び専門学校に計上
第二部（修業年限３年）は，右以外の大学等に計上

計

0人

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当したことにより認定の取
消しを受けた者の数

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの
に限る。）

右以外の大学等

後半期

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨学生認定の取消しを受け
た者の数

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受けたことにより認定の取消
しを受けた者の数

ｰ - 0人

0人 0人

- - 0人

退学 0人

３月以上の停学 0人

年間計 0人

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、当該学業成績が著しく不良である
ことについて災害、傷病その他やむを得ない事由があると認められず、遡って認定の効力を失った者の数

右以外の大学等
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を含む。）、
高等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専門学校（修業年限が２
年以下のものに限る。）

0人 0人 0人



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

訓告 0人

年間計 0人

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給付奨学生認定の効力の停
止を受けた者の数

３月未満の停学 0人

（備考）

（１）停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより認定の効力の停止を
受けた者の数

修得単位数が「警告」の基準に該当
（単位制によらない専門学校にあっては、履修科目の単
位時間数が警告の基準に該当）

0人 0人 0人

ＧＰＡ等が下位４分の１ - 11人 -

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの
に限る。）

年間 前半期 後半期

計 - 11人 -

第一部（修業年限２年）は，短期大学，高等専門学校及び専門学校に計上
第二部（修業年限３年）は，右以外の大学等に計上

出席率が「警告」の基準に該当又は学修意
欲が低い状況

0人 0人 0人

（備考）

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、停止を受けた者の数

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの
に限る。）

年間 前半期 後半期

ＧＰＡ等が下位４分の１ - 0人 -


